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当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

運用実績 ＜為替ヘッジあり＞ 【過去の運用実績は、将来の運用成果を保証するものではありません。】

■�基準価額の推移

基準価額（円) 基準価額（課税前分配⾦再投資）（円） ベンチマーク

純資産総額（右軸：億円）
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※基準価額は信託報酬（後述の「ファンドの費用」参照）控除後のものです。
※当ファンドのベンチマークは、設定日から2023年9月20日まで「ＭＳＣＩワールド・インデックス（円ヘッジ指数）」、2023
年9月21日以降は「ＭＳＣＩワールド・インデックス（税引後配当込み、円ヘッジベース）」に変更しています。主な変更点
は「配当なし指数」から「配当込み指数」への変更です。本資料のベンチマークは両指数を指数化し、結合したものを掲載し
ています。
※ベンチマークはファンドの設定日の前営業日を10,000として指数化しています。

■�基準価額と純資産総額
純資産総額 5,618(百万円)

基準価額 16,018円

前月末比 +248円

■�１万口当たり分配実績（課税前）
分配金

第1期～3期 計�0円
第4期�(2021.12.23) 0円
第5期�(2022.12.23) 0円
第6期�(2023.12.25) 0円
第7期�(2024.12.23) 0円
第8期�(2025.12.23) 0円

設定来累計� 0円
※分配金は投資信託説明書（交付目論見書）
記載の「分配方針」に基づいて委託会社が決定しま
すが、委託会社の判断等により分配を行わない場
合もあります。

■�為替ヘッジ比率
ヘッジ比率 99.5%

■�騰落率（課税前分配金再投資ベース）
１ヵ月 ３ヵ月 ６ヵ月 １年 ３年 設定来

ファンド 1.57% 5.06% 2.78% 9.14% 37.43% 60.18%
ベンチマーク 0.66% 3.19% 7.66% 16.59% 49.65% 80.50%
※基準価額の騰落率は、課税前分配金を再投資したと仮定した数値を用いています。

運用実績 ＜為替ヘッジなし＞ 【過去の運用実績は、将来の運用成果を保証するものではありません。】

■�基準価額の推移

基準価額（円) 基準価額（課税前分配⾦再投資）（円） ベンチマーク

純資産総額（右軸：億円）
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※基準価額は信託報酬（後述の「ファンドの費用」参照）控除後のものです。
※当ファンドのベンチマークは、設定日から2023年9月20日まで「ＭＳＣＩワールド・インデックス（円換算指数）」、
2023年9月21日以降は「ＭＳＣＩワールド・インデックス（税引後配当込み、円換算ベース）」に変更しています。
主な変更点は「配当なし指数」から「配当込み指数」への変更です。本資料のベンチマークは両指数を指数化し、結
合したものを掲載しています。ベンチマークは、基準日前営業日の数値を元に、基準日当日の米ドル為替レート（対
顧客電信売買相場の仲値）を乗じ、ファンドの設定日の前営業日を10,000として指数化しています。

■�基準価額と純資産総額
純資産総額 473,034(百万円)

基準価額 27,161円

前月末比 +663円

■�１万口当たり分配実績（課税前）
分配金

第1期～3期 計�0円
第4期�(2021.12.23) 0円
第5期�(2022.12.23) 0円
第6期�(2023.12.25) 0円
第7期�(2024.12.23) 0円
第8期�(2025.12.23) 0円

設定来累計� 0円
※分配金は投資信託説明書（交付目論見書）
記載の「分配方針」に基づいて委託会社が決定しま
すが、委託会社の判断等により分配を行わない場
合もあります。

■�騰落率（課税前分配金再投資ベース）
１ヵ月 ３ヵ月 ６ヵ月 １年 ３年 設定来

ファンド 2.50% 6.31% 10.98% 22.08% 85.79% 171.61%
ベンチマーク 1.92% 4.02% 15.86% 27.84% 98.10% 194.19%
※基準価額の騰落率は、課税前分配金を再投資したと仮定した数値を用いています。
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ポートフォリオの状況
【当ファンドは、ファミリーファンド方式により運用を行っており、マザーファンドのポートフォリオの状況を記載しています。】

■�資産配分
純資産比

外国株式 98.3%
現金等 1.7%

銘柄数 47
※株式には、投資信託証券などが含まれています。

■�組入上位５カ国
国名 純資産比

1 アメリカ 43.2%
2 イギリス 19.9%
3 オランダ 10.9%
4 カナダ 5.7%
5 香港 4.5%

※国名は、発行体の国籍（所在国）などで区分しています。

■�組入上位５通貨
通貨名 純資産比

1 米ドル 50.4%
2 英ポンド 20.6%
3 ユーロ 12.1%
4 カナダドル 5.7%
5 香港ドル 4.5%

■�組入上位11業種
業種 純資産比

1 資本財・サービス 26.9%
2 金融 21.8%
3 情報技術 16.5%
4 一般消費財・サービス 10.5%
5 生活必需品 6.9%
6 ヘルスケア 5.8%
7 素材 4.1%
8 不動産 2.0%
9 エネルギー 2.0%
10 コミュニケーション・サービス 1.8%
11 公益事業 -
※業種はベンチマークで採用している分類に準じています。

■�組入上位10銘柄
銘柄名 国名 業種 純資産比

1 ３ｉグループ イギリス 金融 6.1%
2 カナディアン・パシフィック・カンザス・シティ カナダ 資本財・サービス 5.7%
3 テキサス・インスツルメンツ アメリカ 情報技術 5.0%
4 ロールス・ロイス・ホールディングス イギリス 資本財・サービス 4.6%
5 友邦保険控股（AIAグループ） 香港 金融 4.5%
6 コカ・コーラ・ユーロパシフィック・パートナーズ オランダ 生活必需品 4.3%
7 マイクロソフト アメリカ 情報技術 3.4%
8 バイキング・ホールディングス バミューダ 一般消費財・サービス 2.9%
9 ＸＰＯ アメリカ 資本財・サービス 2.7%
10 ユニオン・パシフィック アメリカ 資本財・サービス 2.7%

※国名は、発行体の国籍（所在国）などで区分しています。
※業種はベンチマークで採用している分類に準じています。

当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。
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ポートフォリオの状況
【当ファンドは、ファミリーファンド方式により運用を行っており、マザーファンドのポートフォリオの状況を記載しています。】

■�組入上位10銘柄のご紹介
銘柄名 会社の概要

1 ３ｉグループ

英国の投資会社。プライベート・エクイティ事業では一般消費財・サービスやヘルスケア分野の企
業、インフラ事業では欧州の企業を中⼼に投資を行う。優秀な経営陣やコスト管理能力を評
価。また、高い利益率から安定した配当を維持していることや、投資している企業の成長性が
高いことから今後も配当成長が期待できる。

2 カナディアン・パシフィック・カンザス・シティ
カナダの貨物鉄道会社。北米の主要市場を網羅している。カンザス・シティ・サザン鉄道との合
併により、新たな収益とコスト削減の相乗効果が期待できる。トラック輸送と比較して、鉄道は
環境への配慮に優れており、ESG評価が高い点も評価。

3 テキサス・インスツルメンツ
1930年設立のアナログ半導体製造に強みを持つ米国の半導体メーカー。同社の高度な知的
財産権に裏付けられた高い製品競争力と、トップクラスのシェアを誇る強固な地位を評価。長
年に渡る配当実績や健全なバランスシートも評価。

4 ロールス・ロイス・ホールディングス

民事・軍事向け航空機や船舶のエンジンの開発/生産会社。航空宇宙、防衛、エネルギーなど
幅広い分野にサービスを提供。エンジンの製造だけでなく、メンテナンス・サービスも手掛ける。世
界トップクラスの製品を誇り、その参入障壁の高さから業界で強固な地位を確立する点や、安
全性確保のためのメンテナンスで安定的に収入を得られる点に着目。

5 友邦保険控股（AIAグループ）

100年の歴史を誇る香港の保険会社。香港、中国等アジア・パシフィック18ヶ国で、生命保険
などを中⼼に事業展開する。同社の業界での強固なポジションや、長期に渡る高水準の増配
実績を評価。今後、アジア各国の成長に伴い保険ニーズは高まる中で、成長が見込まれると
判断。

6
コカ・コーラ・ユーロパシフィック・パートナー
ズ

Coca-Cola製品の製造・販売に携わる世界最大のボトラー。コカ・コーラの信頼できるパートナ
ーとして、強固なポジションを誇る点や、強力な経営陣によるコスト削減計画の実績を評価。ま
た、利益率が高く、成長率の高いカテゴリー（砂糖不使用、スパークリングなど）を売り出してい
く戦略や、パックサイズの変更などにより利益率の高い少量パックを販売する戦略をとっていること
も評価。

7 マイクロソフト

米国の大手ソフトウェア・メーカー。「Windows」や「Office」などの主力製品を有し、クラウドプラ
ットフォームも手掛ける。デジタル・トランスフォーメーションの加速の恩恵を受け、業績拡大が継
続。付加価値の高いソフトウェアの開発を続ける中、長期に渡り利益成長を遂げ、増配も継続
している点を評価。

8 バイキング・ホールディングス

世界的にクルーズ旅行を提供する企業。同社は富裕層のリタイア世代向けに特化し、料理教
室や歴史講演、ワイナリー・遺跡巡りなど文化体験型プログラムを強みとする。滞在時間を長く
設定したゆとりある旅程で他社との差別化を図る点や、積極的な投資により需要が増える中で
も競争優位性を維持できる点を評価。

9 ＸＰＯ

米国の小口トラック貨物輸送業者。Eコマースの拡大に伴い配送需要が増加する中、同社は
AIやテクノロジーを活用した自社プラットフォームの開発に注力。積極的な技術投資によって配
送の生産性を高める革新を進めている点を評価。広範なネットワークと先進的なテクノロジーを
強みに、安定した収益成長が期待できると判断。

10 ユニオン・パシフィック

米国の最大規模の貨物鉄道会社。米国西部3分の2の約23州をまたぐ鉄道網を持つ。メキシ
コへの主要輸送ルートほか、カナダの鉄道システムとも接続するなど北米物流の要となるインフラ
を形成している。その参入障壁の高さを背景に、国内サプライチェーン再構築による鉄道輸送
需要の拡大で持続的成長が期待される点を評価。

※国名は、発行体の国籍（所在国）などで区分しています。
※業種はベンチマークで採用している分類に準じています。

当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。
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ファンドマネージャーのコメント

■�市場概況

①米国
２月の米国株式市場は、市場によって異なる展開となりました。月初、AI関連投資の過熱感やAIの事業代替懸念の高まりで、ハイテク株
を中⼼に売られる局面がみられました。一方で、景気敏感株やディフェンシブ株には買いが入り、相場を下支えする動きも見られました。その
後、1月の米雇用統計と12月の小売売上高がまちまちの結果となったことを受け、株式市場は一進一退の展開となりました。月末にかけて
は、米連邦最高裁がトランプ政権の関税措置を違憲と判決したことが好感されたものの、トランプ大統領が新たに最大15％のグローバル関
税を発動すると表明したことや好決算を発表した米半導体大手の成長性に懸念が示されたことなどが嫌気されました。月を通してみると、Ｎ
Ｙダウ工業株30種平均指数が上昇し、Ｓ＆Ｐ500種指数及びナスダック総合指数は下落しました。

②欧州
２月の欧州株式市場は上昇しました。大陸欧州では、月初、2025年10-12月期の欧州主要企業の決算発表が総じて市場予想を上
回ったことなどが好感され、株式市場は上昇基調で推移しました。その後、生成AIの急速な普及を背景にソフトウェア企業のビジネスモデル
の持続性に対する懸念が広がり、情報技術セクターが軟調となったものの、米連邦裁判所が米政権による関税措置を違憲と判決したことな
どが好感され、株式市場は上昇しました。月末にトランプ大統領が新たに最大15％のグローバル関税を発動すると表明し一時的に不透明
感が広がったものの、月を通してみると株式市場は上昇し、最高値圏で月末を迎えました。英国では、1月の英小売売上高などの経済指
標が市場予想を上回ったことなどが好感され、株式市場は上昇しました。

③アジア
２月のアジア主要株式市場は、市場によって異なる展開となりました。香港株式市場は、中国関連株の弱さや世界的なハイテク株調整の
影響を受けて軟調に推移しました。オーストラリアでは、１月の雇用統計で雇用者数の伸びが堅調だったこと、失業率が2025年５月以来
の低水準を維持したことや、主要コモディティ価格の上昇が資源株の追い風となったことなどが好感され、株式市場は上昇しました。日本で
は、初旬に行われた衆議院選挙で自民党が圧勝し、第2次高市政権下での景気拡大期待が高まったことなどを背景に、株式市場は上昇
しました。

■�運用概況

堅調な業績が好感された米国の小口トラック輸送企業XPOに加え、通期業績の改善が評価されたカナダの鉄道会社Canadian�Pacific
Kansas�Cityがプラスに寄与しました。一方、弱い業績見通しと度重なるガイダンス下方修正が嫌気されたデンマークのヘルスケア企業
NOVO�NORDISKや、投資先企業の不透明感などが重しとなったオランダの投資会社PROSUSがマイナスに寄与しました。
先月は、バリュエーションが魅力的な水準と判断した米国の医療機器企業BECTON�DICKINSONや米国の包装資材企業AMCORなど
を追加で購入しました。一方、株価が上昇した米国の小口トラック輸送企業XPOや米国の電子決済企業CORPAYを一部売却しました。
また、経営陣への確信度が低下したと判断したデンマークのヘルスケア企業NOVO�NORDISKを全売却しました。

■�今後の見通し（作成日現在のものであり、市場環境の変動などにより変更される場合があります。）

今後も、トランプ政権による経済・外交政策、金利・インフレ動向、各中央銀行の金融政策、地政学リスクの台頭等を背景に金融市場の
変動性が高まる可能性があります。足元では、AIの成長性や、米国の関税政策、中東情勢の緊張により、一段と市場の不透明感が高ま
る展開となっています。市場の変動の激しい局面はボトムアップ・アプローチで割安に放置されている優良企業を発掘できる良い機会であると
考えています。また、不透明な環境下では、安定したリターンの源泉となる配当の重要性も高まると考えています。今後も政策金利動向や
経済イベントなどをめぐり、市場の変動性が高まることも考えられますが、世界の株式市場は中長期的に緩やかに上昇すると見ております。

当ファンドでは、経営陣の質、ビジネスの構造的な特性、財務健全性などの観点で魅力的な個別企業に注目しています。セクター配分はあ
くまで個別銘柄選択の結果ですが、主に資本財・サービス、金融をオーバーウェイトとし、主に情報技術、コミュニケーション・サービスをアンダー
ウェイトとしています。今後も従来通りのボトムアップ・アプローチにより、キャッシュフロー創出力や配当成長率が高く、堅固な財務力を持ち、
長期的視点から見たバリュエーションが魅力的な企業へ投資をしてまいります。

当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。
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